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23 4▶「旧暦のすすめ」の著者が特別セミナー
▶楽しかった夏休み特集

▶ひと「久喜市商工会吉岡事務局長」
▶郷土を訪ねて「騎西城」

（毎月10日発行）
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月曜日

9月10日
２０１２年
（平成 年）２４

加
須
市
は
祝
賀
一
色

９
～
10
月
に
記
念
行
事

　
埼
玉
県
加
須
市
や
栃
木
、
群
馬
、
茨
城
の
４
県
に
ま
た
が
る

広
大
な
湿
地
帯
の
渡
良
瀬
遊
水
地
が
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地

と
認
定
さ
れ
る
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
今
夏
登
録
さ
れ
た
。

こ
れ
を
祝
っ
て
加
須
市
で
は
９
月
19
日
㈬
、
21
日
㈮
の
現
地
見

学
会
に
引
き
続
い
て
、
10
月
27
日
㈯
に
北
川
辺
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
記
念
講
演
会
（
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
開
催
す
る
た
め

の
準
備
に
入
っ
た
。

　
大
橋
良
一
・
加
須
市
長
は
「
渡
良
瀬
遊
水
地
が
所
在
す
る
自

治
体
の
長
と
し
て
大
変
喜
ば
し
い
し
、
光
栄
に
思
う
。
今
後
も

渡
良
瀬
遊
水
地
の
本
来
の
機
能
で
あ
る
治
水
に
配
慮
し
つ
つ
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
理
念
で
あ
る
賢
明
な
利
用
を
図
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
や
埼
玉
県
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
渡
良

瀬
遊
水
地
の
利
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
同
遊
水
地
は
利
根
川
水
系
の
治
水
上
の
重
要
拠
点
。
利
根
川

の
中
流
部
付
近
に
位
置
し
総
面
積
は
約
３
３
０
０
㌶
で
わ
が
国

最
大
（
う
ち
加
須
市
部
分
は
約
80
㌶
）
。
利
根
川
支
流
の
渡
良

瀬
川
、
思
川
、
巴
波
川
の
３
河
川
が
流
入
し
、
下
流
で
再
び
利

根
川
と
合
流
し
て
い
る
。
渡
良
瀬
遊
水
地
が
現
在
の
よ
う
な
形

に
な
っ
た
の
は
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
か
ら
１
９
２
２
（
大

正
11
）
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
渡
良
瀬
川
の
改
修
工
事
に
よ
る

も
の
。
「
渡
良
瀬
」
と
聞
く
と
田
中
正
造
氏
の
足
尾
銅
山
鉱
毒

事
件
・
谷
中
廃
村
を
想
起
す
る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
同
遊
水

地
は
ま
さ
に
そ
の
歴
史
を
背
負
っ
て
い
る
。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
１
９
７
１
年
２
月
に
制
定
さ
れ
、
75
年

12
月
に
発
効
し
た
湿
地
保
全
の
国
際
条
約
。
環
境
省
に
よ
る
と

全
世
界
で
の
登
録
地
数
は
８
月
27
日
現
在
１
６
３
カ
国
２
万
５

０
１
カ
所
、
我
が
国
は
46
カ
所
。
首
都
圏
で
は
19
年
前
の
谷
津

干
潟
に
次
い
で
２
番
目
。
同
遊
水
地
の
場
合
は
毎
年
越
冬
の
た

め
に
1
万
羽
近
く
飛
来
す
る
カ
モ
類
は
じ
め
、
チ
ュ
ウ
ヒ
、
シ

ラ
サ
ギ
な
ど
の
生
息
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
同
遊
水
地
へ
は
東

武
日
光
線
「
柳
生
」
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分
。
東
北
自
動
車
道

「
館
林
」
Ｉ
Ｃ
か
ら
東
へ
約
15
分
。

﹁渡良瀬遊水地﹂ラムサール条約に登録



農 時 新 聞 ２０１２年（平成２４年）9月10日 （2）（3） 農 時 新 聞２０１２年（平成２４年）9月10日
　
高
齢
者
が
市
内
の
病
院
な
ど

に
行
く
際
の
足
の
確
保
を
よ
り

高
め
た
い
な
ど
の
目
的
で
加
須

市
が
10
月
か
ら
市
内
全
域
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
有
料
）
を

運
行
す
る
こ
と
を
決
定
、
現
在

そ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
公

共
交
通
機
関
が
で
き
る
の
は

初
。
計
画
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
体
系
は
３

つ
。
第
一
は
市
内
を
横
断
す
る

利
根
川
と
東
武
伊
勢
崎
線
に
よ

っ
て
市
内
を
北
・
中
、
南
エ
リ

ア
に
分
割
。
こ
の
地
区
に
は
そ

れ
ぞ
れ
予
約
方
式
の
デ
マ
ン
ド

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
。

第
二
は
市
内
南
北
を
縦
断
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
新
古
河
駅
西

口
―
騎
西
総
合
支
所
間
を
走
ら

せ
る
。
第
三
は
市
内
の
中
心
部

加
須
駅
・
花
崎
駅
周
辺
部
に
循

環
バ
ス
を
運
行
す
る
。

　
運
行
は
月
曜
か
ら
土
曜
日
で

１
日
10
便
程
度
（
日
曜
日
と
年

末
年
始
は
運
休
）
。
デ
マ
ン
ド

は
午
前
７
時
台
か
ら
午
後
５
時

台
で
３
０
０
円
。
シ
ャ
ト
ル
は

午
前
７
時
台
か
ら
午
後
６
時
台

が
目
安
で
料
金
は
２
０
０
円
、

循
環
は
午
前
７
時
台
か
ら
午
後

７
時
台
で
１
０
０
円
。

　
農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社

は
稲
刈
り
の
日
に
油
井
ケ
島

の
古
民
家
で
炭
づ
く
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
築
１
０
０

年
を
経
過
し
た
古
民
家
の
敷

地
内
の
竹
林
を
利
用
し
て
炭

作
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
。
講
師
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
も
の
づ

く
り
を
推
進
し
て
る
建
築
家

の
舘
内
正
敏
氏
。
参
加
費
は

無
料
。
希
望
者
は
別
項
の
応

募
要
領
に
従
っ
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

竹
炭
を
作
ろ
う

　
午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
講
演

は
約
２
時
間
に
及
ん
だ
。
こ
の
中

で
松
村
氏
は
、
自
身
が
所
属
す
る

社
団
法
人
大
阪
南
太
平
洋
協
会
発

行
の
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
２

年
版
な
ど
を
活
用
し
て
、
太
陽
と

地
球
と
月
の
位
置
関
係
や
、
月
の

満
ち
欠
け
と
潮
位
と
の
関
係
な
ど

を
丁
寧
に
説
明
し
、
旧
暦
の
見

方
、
学
ぶ
こ
と
で
の
面
白
さ
を
伝

授
し
た
。講

演
の
概
要

　
今
回
の
２
時
間
の
講
演
を
簡
単

に
お
さ
ら
い
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

▼
「
今
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で

平
家
物
語
を
放
送
し
て
い
ま
す

が
、
昔
の
船
戦
、
壇
ノ
浦
の
戦
い

や
屋
島
の
戦
い
は
潮
の
小
さ
な
上

弦
の
月
や
下
弦
の
月
の
時
で
な
い

と
や
ら
な
い
。
大
潮
の
と
き
に
や

る
と
船
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
与
謝
蕪
村
の
句
に『
菜

の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
』
と

い
う
有
名
な
句
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
詠
ん
だ
の
は
春
分
の
頃
。

な
ぜ
分
か
る
か
と
い
う
と
、
こ
の

頃
は
太
陽
が
西
の
空
に
沈
む
頃
に

お
月
さ
ん
が
東
か
ら
出
て
く
る
。

地
球
と
太
陽
と
月
が
一
直
線
に
な

っ
た
証
拠
。
蕪
村
は
ど
こ
か
小
高

い
丘
の
上
で
両
方
を
見
て
詠
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
」

▼
「
太
陽
暦
の
１
年
は
３
６
５

日
、旧
暦
は
３
５
４
日
。そ
の
差
は

11
日
。
旧
暦
は
４
０
０
０
年
前
に

中
国
の
人
が
作
り
、
日
本
に
入
っ

て
き
た
の
は
７
世
紀
。
朝
鮮
半
島

を
介
し
て
仏
教
と
一
緒
に
入
っ
て

き
た
。
以
後
、
明
治
時
代
の
１
８

７
２
年
12
月
２
日
ま
で
使
わ
れ
て

き
た
」

▼
「
旧
暦
の
春
は
１
月
～
３
月
、

夏
は
４
月
～
６
月
、
秋
は
7
月
～

９
月
、
冬
は
10
月
～
12
月
。
太
陽

暦
の
閏
年
は
４
年
に
１
回
だ
が
、

旧
暦
は
19
年
に
７
回
あ
る
。
今
年

は
閏
年
の
年
。
だ
か
ら
１
年
は
な

ん
と
３
８
４
日
も
あ
る
。
３
月
の

あ
と
に
閏
３
月
が
入
っ
た
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
夏
の
４
、
５
、
６
の

３
カ
月
が
２
カ
月
に
な
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
３
カ
月
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
今
年
の
夏

は
、
残
暑
が
長
引
く
と
い
う
こ
と

が
旧
暦
を
知
っ
て
い
る
人
な
ら
ば

す
ぐ
分
か
る
。
そ
れ
か
ら
啓
蟄
、

穀
雨
、
大
暑
、
大
寒
な
ど
の
24
節

気
が
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ど
こ
に

き
て
い
る
か
を
調
べ
る
だ
け
で
今

年
の
傾
向
が
分
か
る
」

▼
「
た
と
え
ば
皆
さ
ん
も
近
所
で

タ
ラ
の
芽
を
発
見
し
た
ら
旧
暦
カ

レ
ン
ダ
ー
に
つ
け
て
毎
年
傾
向
を

見
て
く
だ
さ
い
。
太
陽
暦
だ
と
芽

吹
く
時
期
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
旧
暦

だ
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
す
。
動
植

物
の
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
に
月
が
影
響

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
月
の

引
力
が
動
植
物
の
生
育
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
魚
釣
り

も
潮
流
の
激
し
い
新
月
、
満
月
の

時
は
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
も
活
発
な
の

で
よ
く
釣
れ
る
。台
風
も
新
月
、満

月
の
時
が
大
き
な
被
害
が
出
る
」

　
こ
ん
な
こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
語
っ
た
松
村
さ
ん
は
最
後
に

「
人
間
が
つ
く
っ
た
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
通
り
に
自
然
が
来
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
７
割
か
ら
７
割
5
分

は
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
25
年

間
の
実
績
で
す
」
と
誇
っ
た
。

　
ま
た
松
村
さ
ん
は
「
旧
暦
は
農

暦
。
日
本
文
化
の
中
で
培
わ
れ
た

時
間
軸
で
す
。
季
節
の
変
化
は
旧

暦
通
り
に
い
く
の
で
家
庭
菜
園
を

や
っ
て
い
る
人
は
旧
暦
を
参
考
に

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
同
時

に
「
旧
暦
が
廃
止
さ
れ
て
既
に
１

３
０
年
に
も
な
る
の
で
、
季
節
の

移
ろ
い
が
正
確
に
感
じ
ら
れ
る
旧

暦
を
も
う
復
活
さ
せ
て
も
い
い
頃

で
は
な
い
か
」
と
問
題
提
起
を
聴

衆
に
投
げ
か
け
て
講
演
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
講
演
後
、
参
加
者
は
「
具
体
的

な
事
例
が
い
く
つ
も
出
た
の
で
身

近
に
感
じ
ら
れ
た
。
取
っ
つ
き
に

く
い
旧
暦
だ
っ
た
が
少
し
は
理
解

で
き
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

★
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
購
入
希
望
者

は
社
団
法
人
大
阪
南
太
平
洋
協
会

（
☎
06
―
６
３
７
６
―
１
１
５

１
）
へ
ご
連
絡
を
。

　
９
月
は
高
齢
者
月
間
。
高
齢

社
会
の
進
展
で
各
地
で
高
齢
者

を
支
え
あ
う
取
り
組
み
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
が
、
久
喜
市
も

昨
年
の
11
月
か
ら
「
く
き
元
気

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
運
営
に
あ
た

っ
て
い
る
久
喜
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、
社
協
）
に
よ
る

と
「
利
用
会
員
も
協
力
会
員
も

８
月
現
在
で
１
０
０
名
を
突

破
、
予
想
以
上
に
順
調
に
推
移

し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
は

元
気
な
高
齢
者
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
す
る
側
（
協
力
会
員
）

が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
な
ど
（
利
用
会
員
）
を
支
え

る
。
市
内
を
久
喜
、
菖
蒲
、
栗

橋
、
鷲
宮
の
４
つ
に
分
割
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
近
く

に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
面
倒

を
み
る
地
域
支
え
あ
い
運
動
に

し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
。

　
支
え
る
側
も
支
え
ら
れ
る
側

も
社
協
に
「
協
力
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
」
「
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ

ス
」
の
内
容
と
曜
日
・
時
間
な

ど
を
書
類
で
提
出
の
う
え
会
員

登
録
を
す
る
。
利
用
会
員
が
支

払
う
料
金
は
30
分
３
０
０
円
。

一
方
、
支
え
る
側
が
受
け
取
る

労
働
へ
の
対
価
は
現
金
で
は
な

く
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま

る
と
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
で

久
喜
市
久
喜
地
区
内
に
あ
る
指

定
77
商
店
で
利
用
で
き
る
商
品

券
（
５
０
０
円
分
）
が
も
ら
え

る
。

　
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
「
軽
易
な
家
具
の
移
動
」

「
買
い
物
の
付
き
添
い
」
「
窓

拭
き
、
網
戸
洗
い
」
「
電
球
の

交
換
」
「
庭
の
草
取
り
、
花
の

水
や
り
」
な
ど
14
サ
ー
ビ
ス
。

い
ず
れ
も
介
護
保
険
で
実
施
さ

れ
る
も
の
を
除
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
基
本
に
し
て
い
る
。

　
社
協
に
よ
る
と
、
昨
年
11
月

か
ら
今
年
８
月
末
ま
で
の
実
績

に
よ
る
と
、
登
録
数
は
利
用
会

員
が
１
４
５
人
。
協
力
会
員
が

１
１
７
人
。
利
用
会
員
は
ス
タ

ー
ト
の
18
人
が
１
４
５
人
と
急

増
。
一
方
、
協
力
会
員
は
ス
タ

ー
ト
直
後
１
１
７
が
現
在
１
１

７
と
横
ば
い
状
態
。

　
利
用
時
間
数
は
総
計
は
７
月

末
ま
で
で
６
５
５
時
間
。
利
用

内
容
を
見
る
と
圧
倒
的
に
多
い

の
は
「
部
屋
の
掃
除
」
、
次
い

で
「
話
し
相
手
」
「
通
院
の
付

き
添
い
」
の
順
。

　
岡
野
晴
一
・
久
喜
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
長
は
「
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
11
月
以

来
９
カ
月
を
経
過
し
た
が
、
こ

ち
ら
が
予
想
し
て
い
た
数
よ
り

も
利
用
会
員
、
協
力
会
員
と
も

多
く
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
言

え
る
。
高
齢
者
社
会
の
中
、
モ

デ
ル
と
言
わ
れ
る
地
域
支
え
あ

い
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
件
の
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
４
８
０
―
23
―
２
５
２
６
、

住
所
は
久
喜
市
青
毛
７
５
３
―

１
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
「
社

会
福
祉
協
議
会
」
。

　
本
紙
で
は
読
者
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

久
喜
、
加
須
市
へ
の
意
見
、
提
言
な
ど
の
投
書
を
始
め
、
写
真
、

俳
句
、
和
歌
な
ど
の
作
品
を
募
り
ま
す
。
投
書
な
ど
の
送
り
先
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
記
載
し
て
い
る
住
所
と
同
様
。
「
投
稿
係
」
で
郵

送
く
だ
さ
い
。
採
用
の
方
に
は
記
念
品
な
ど
を
贈
り
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
へ

�

10
月
か
ら
有
料
で
加
須
全
域
を
カ
バ
ー

　
こ
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
運

行
で
現
在
加
須
地
域
循
環
の
無

料
バ
ス
は
９
月
末
で
廃
止
と
な

る
。
市
で
は
周
知
徹
底
を
図
る

た
め
に
６
月
か
ら
市
民
対
象
の

説
明
会
を
順
次
行
っ
て
い
る
。

と
く
に
現
在
無
料
循
環
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
い
る
地
区
住
民
が

市
の
方
針
に
ど
ん
な
反
応
を
示

す
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た

が
、
誠
農
社
が
あ
る
油
井
ケ
島

地
区
住
民
を
対
象
に
し
た
説
明

会
で
は
強
烈
な
反
対
意
見
は
ほ

と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。

住
民
相
互
の
助
け
合
い

「
く
き
元
気
サ
ー
ビ
ス
」好
評

投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す

今回は建築家でＤＩＹものづくりを推進してる舘内正敏氏が竹で作った「照
明灯」「花器」と、農業生産法人・誠農社が加須市割目に所有する「農園の
利用優待チケット」JR東鷲宮駅西口近くの「百観音温泉入浴券」をプレゼ
ントします。応募要領に沿って奮って応募ください。
①照明灯＝５名様、②花器＝５名様、③農園（１区画約19㎡、月間利用料
６０００円を半年間無料）農園優待チケット＝３組様　④温泉入浴券（1回
７００円を３回分）＝３名様
【応募要領】あなたが希望する商品の番号をはがきに記入のうえ、本紙への
感想、今後取り上げてほしいテーマと住所、氏名、年齢、電話番号を明記の
うえ、〒３４６－００１６久喜市久喜東２－４－１フジタビル内「農時新聞
読者プレゼント係」に30日までに郵送ください。希望者多数の場合は抽選
で当選者を決定。商品の発送等をもって発表に代えさせて頂きます。

読 者 プ レ ゼ ン ト

❸

❷

楽しかった2012年の夏  新しいライフスタイルを求めて

　
毎
月
１
回
加
須
市
割
目
に
開
設
し
た
「
農
園
」
で
農
業
体
験
を
開
催

し
て
い
る
誠
農
社
の
９
月
の
予
定
は
稲
刈
り
。
稲
刈
り
は
油
井
ケ
島
に

所
有
し
て
い
る
田
ん
ぼ
に
今
年
５
月
に
田
植
え
を
し
た
「
漢
方
未
来
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
稲
刈
り
で
す
。
ま
だ
日
時
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
別
項
の
応
募
要
領
に
従
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
旧
暦
を
知
る
こ
と
で
今
の
暮
ら
し
を
よ
り
楽
し
く
し
よ
う
―
―
加
須
市
で
古
民
家
を
運
営
管
理
し
て

い
る
誠
農
社
が
８
月
19
日
、
ヨ
ッ
ト
マ
ン
で
旧
暦
に
精
通
し
て
い
る
松
村
賢
治
さ
ん
を
古
民
家
に
招
い

て
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
そ
こ
で
今
回
は
「
旧
暦
の
す
す
め
」
の
番
外
編
と
し
て
講
演
内
容
を
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
４
２
年
広
島
県
生
ま
れ
、70

歳
。大
阪
大
学
大
学
院
建
築
工
学
修
士
課
程
修
了
後
、

竹
中
工
務
店
に
勤
務
。74
年
に
同
社
を
退
社
し
、１
年

９
カ
月
に
及
ぶ
ヨ
ッ
ト
世
界
周
航
の
旅
を
実
現
。81

年
に
社
団
法
人
大
阪
南
太
平
洋
協
会
を
設
立
、理
事

長
に
就
任
。87
年
か
ら「
旧
暦
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
発

行
。主
な
著
書
に「「
旧
暦
と
暮
ら
す
　
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
の
知
恵
ご
よ
み
」（
文
春
文
庫
）な
ど
多
数
。

　
連
日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
た
２
０
１
２
年
の
夏
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
出
の
深
い
夏
休
み
を
味
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
も
「
農
を
通
じ

て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
」
一
環
の
事
業
と
し
て
今
夏
「
ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ン
ガ
ロ

ー
作
り
」
や
「
農
業
体
験
」
「
簡
単
竹
工
作
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
コ
マ
を
グ
ラ

フ
に
綴
っ
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

応
募
要
領

　
　
　
　
　
　
　
稲
刈
り
、
農
園
＋
バ
ン
ガ
ロ
ー
利
用
、
簡
単
竹
工
作
、

炭
づ
く
り
へ
の
参
加
希
望
者
は
、
は
が
き
に
希
望
項
目
を
記
入
の
う
え
、

本
紙
へ
の
感
想
、
今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
と
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
〒
３
４
６
―
０
０
１
６
久
喜
市
久
喜
東

２
―
４
―
１
フ
ジ
タ
ビ
ル
内
「
農
時
新
聞
夏
休
み
特
集
係
」
に
30
日
ま
で

に
郵
送
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
当
選
者
を
決
定
、
各

自
に
連
絡
す
る
こ
と
で
発
表
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誠
農
社
が
特
別
セ
ミ
ナ
ー
開
催

�
﹁
旧
暦
の
す
す
め
﹂の
著
者（
松
村
賢
治
氏
）招
く

松村賢治さん

方丈庵風のバンガローは約3m四方で2階建て。誠農
社では完成後、この施設を農園サークル利用会員に
使用させる計画。農園（一区画約19㎡）の月間利用料
は6000円。農園＋バンガローの見学および使ってみ
たい方は別項の応募要領に従ってお申込みください。

●農園付属施設の利用者募集

●「
次
は
稲
刈
り
」参
加
者
募
集

ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ン
ガ
ロ
ー
作
り

農農
業業
体体
験験

石田様
 
PDFを送りますので、ご確認ください。
 
新聞制作センター　若松

現
行
無
料
バ
ス
９
月
末
で
廃
止

初めての種まきに挑戦

用水路で水遊び

9月末で廃止される現行無料バス
（油井ケ島東で8月19日に撮影）

のど越し最高、流しソーメン

懸命に畝を作って

童心に戻って竹工作

「
漢
方
未
来
米
」
希
望
者
の
お
問
い
合
わ
せ
先

古
川
農
園
☎
024
・
９
５
２
・
８
８
５
４

❶

い ぱいっ

思 出い が

暑いときは
やっぱり
カレー！



２０１２年（平成２４年）9月10日農 時 新 聞 （4）

「
9
月
～
10
月
」

【
久
喜
】
静
御
前
墓
前
祭
、
静

御
前
祭
＝
静
御
前
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
栗
橋
は
有
名
で
す
が
、

Ｊ
Ｒ
栗
橋
駅
近
く
に
あ
る
「
静

御
前
の
墓
」
で
御
前
の
祥
月
命

日
に
あ
た
る
９
月
15
日
に
御
前

祭
が
開
か
れ
ま
す
。
源
義
経
の

奥
州
下
向
を
聞
い
た
静
御
前
は

そ
の
あ
と
を
追
い
ま
し
た
が
、

旅
の
途
中
で
義
経
討
死
の
報
を

知
り
、
菩
提
を
弔
う
た
め
戻
る

途
中
、
病
を
得
て
こ
の
地
で
亡

く
な
っ
た
そ
う
。
こ
の
た
め
地

元
で
は
静
御
前
を
し
の
び
、
祥

月
命
日
の
９
月
15
日
に
墓
前
祭

を
、
10
月
中
旬
（
今
年
は
10
月

20
日
）
に
は
静
御
前
祭
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
加
須
】
奇
彩
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
＝

10
月
７
日
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
（
雨
天
決
行
）
。
会
場
は

騎
西
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
商
店

街
通
り
。
今
年
で
５
回
目
。
内

容
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ラ
リ
ー
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
仮
装
コ
ン

テ
ス
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
の
ラ
ン
タ

ン
作
り
な
ど
。
実
行
委
員
会
で

は
当
日
は
思
い
思
い
の
仮
装
を

し
て
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

不
動
ヶ
岡
不
動
尊
總
願
寺
「
火

渡
り
式
」
＝
関
東
三
大
不
動
尊

の
ひ
と
つ
の
總
願
寺
で
28
日
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
行
わ
れ

る
。
無
病
息
災
な
ど
を
願
う
。

詳
細
は
同
寺
☎
０
４
８
０
―
６

１
―
０
０
３
１
へ
。
加
須
市
不

動
ケ
岡
２
―
９
―
８
。
東
武
加

須
駅
か
ら
バ
ス
で
約
10
分
。
東

北
自
動
車
道
「
加
須
」
Ｉ
Ｃ
か

ら
５
分
。

風
雅
・
風
流
・
和
歌
列
歌

「
終
の
棲
家
」
を
考
え
て
の

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
？

　
少
子
高
齢
者
社
会
を
幸
せ

に
生
き
ぬ
い
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
智
慧
が
大

切
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の

営
業
マ
ン
か
ら
聞
い
た
話
が

参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
日
本
で
は
一
次
取
得
の
住

宅
購
入
者
の
年
齢
は
35
歳
前

後
が
多
く
、
中
古
住
宅
で
は

な
く
新
築
購
入
希
望
者
が
圧

倒
的
に
多
数
派
を
占
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
住

宅
ロ
ー
ン
を
長
期
に
わ
た
り

返
済
し
、
返
済
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
そ
の
住
宅
と
し
て
の

機
能
も
陳
腐
化
し
て
い
る
住

宅
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
機
能
回
復
す

る
た
め
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
と

い
う
住
宅
投
資
を
再
度
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

全
体
の
経
済
に
と
っ
て
は
好

ま
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
個
人
の
生
活
と
し
て

は
、
彼
等
の
住
宅
購
入
希
望

は
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
と
固

く
信
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
お
そ
ら
く
逆
の
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
の

は
、
私
の
個
人
的
な
思
い
で

悲
観
的
な
考
え
な
の
で
し
ょ

う
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の

個
人
資
産
の
形
成
は
世
代
間

で
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
テ

ー
マ
で
す
。
簡
単
な
言
葉
で

そ
れ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
（
祖
父
）
が

住
宅
を
建
て
て
く
れ
た
。
お

や
じ
（
父
）
が
別
荘
を
買
っ

て
く
れ
た
。だ
か
ら
、僕
は
ヨ

ッ
ト
を
買
お
う
。」

　
生
活
の
中
に
３
世
代
に
わ

た
っ
て
資
産
を
形
成
す
る
、

投
資
の
考
え
方
が
個
人
に
も

社
会
制
度
に
も
常
識
と
し
て

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
高
齢
者
で
あ
る

団
塊
の
世
代
の
方
々
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
に
倣
い
、
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
を
満
喫
す
る
た
め

に
耐
久
性
の
富
ん
だ
「
終
の

棲
家
」
を
取
得
し
て
、
３
世

代
の
先
ま
で
安
心
し
て
住
め

る
生
活
を
築
き
あ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。�

（
徳
）

し
な
や
か
に
風
う
け
な
が
す
秋
桜

�
東
久
留
米
市
　
謡
　
拙

月
影
の
や
お
ら
に
動
く
守
宮
か
な

�
久
喜
市
　
中
　
志
穂
美

う
れ
し
く
て
走
っ
て
通
る
道
ば
た
で
踊
る
コ
ス
モ
ス
透
け
る
花
び
ら

�
渋
谷
区
　
炎

コ
ス
モ
ス
が
夕
陽
ガ
丘
で
笑
っ
て
る
涼
風
頬
に
小
さ
な
平
和

�

文
京
区
　
緑
雨

花
束
に
黒
コ
ス
モ
ス
の
混
じ
る
見
て
恋
の
終
わ
り
を
告
げ
ら
れ
し
か
も

�

港
区
　
焦
　
絞

蒼
い
空
風
さ
わ
や
か
に
か
ほ
り
し
は
秋
の
し
ら
べ
や
コ
ス
モ
ス
の
丘

�

狭
山
市
　
蒼
　
風

次
号
の
お
題
は
「
も
み
じ
」

　
「
農
商
工
連
携
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
、

こ
の
施
策
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
会

員
企
業
の
皆
様
を
ど

う
支
援
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
」
。
久
喜
市
商
工

会
の
事
務
局
長
・
吉
岡
眞
一
氏
（
63
）
は
、
新
た
に
取

り
組
む
べ
き
道
の
一
端
を
こ
う
語
る
。

　
農
商
工
連
携
と
は
、
農
林
水
産
省
と
経
済
産
業
省
が

２
０
０
８
年
５
月
に
共
同
で
打
ち
出
し
た
地
域
活
性
化

策
、
新
経
済
戦
略
の
一
環
。
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
漁
業
事
業
者
と
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
事
業
者
が
お
互
い
に
持
っ
て
い
る
経
営
資
産
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
出
し
合
い
、
利
活
用
す
る
相
乗
効
果
で
地
域

経
済
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
。
国
が
事

業
計
画
を
認
め
る
と
運
転
資
金
の
低
利
融
資
が
受
け
ら

れ
、
税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
る
。
吉
岡
氏
の
発
言
は
、

こ
う
い
っ
た
制
度
を
念
頭
に
、
会
員
企
業
の
経
営
支
援

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
力
説
し
た
。

　
久
喜
市
商
工
会
に
加
盟
す
る
企
業
は
今
年
８
月
末
現

在
約
１
３
０
０
社
。
久
喜
市
は
２
０
１
０
年
３
月
に
、

旧
久
喜
市
、
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
、
栗
橋
町
、
南
埼
玉
郡

菖
蒲
町
の
１
市
３
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
た
だ
、
商
工

会
は
ま
だ
１
本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
久
喜
市
商
工
会
は

旧
久
喜
市
の
み
を
担
当
。
吉
岡
氏
が
久
喜
市
商
工
会
の

事
務
局
長
に
就
任
し
た
の
は
09
年
12
月
。
「
学
生
の
頃

か
ら
中
小
企
業
診
断
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
」
と
語
る

吉
岡
氏
は
、
卒
業
後
２
年
間
民
間
に
勤
務
後
の
１
９
７

５
年
か
ら
37
年
間
、
一
貫
し
て
商
工
会
畑
を
歩
む
。

　
仕
事
面
で
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
事
業
者
の
方
々
に
常
に

半
歩
先
を
照
ら
す
こ
と
」
。
そ
の
心
は
と
問
う
と
「
実

現
可
能
な
施
策
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
い
と
意
味
が

な
い
」
と
語
る
。
好
き
な
言
葉
は
「
創
造
」
。
趣
味
は

読
書
と
自
転
車
。
休
日
は
自
宅
伊
奈
町
か
ら

見
沼
用
水
な
ど
約
60
㎞
を
走
破
す
る
ほ
ど
の

自
転
車
好
き
と
か
。

の
堀
跡
や
武
器
・
武
具
・
生
活

用
具
が
出
土
し
た
。
ま
た
城
の

周
囲
に
は
二
重
の
障
子
堀
が
廻

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
堀
幅
の
最
大
は
45
ｍ
も
あ

っ
た
。
関
係
者
は
「
激
戦
に
備

え
て
総
力
で
築
い
た
城
と
い
う

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
語

る
。

　
と
こ
ろ
で
今
、
往
時
の
騎
西

城
を
し
の
ぶ
も
の
と
い
え
ば
土

塁
跡
し
か
な
い
が
、
城
近
く
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
騎
西

城
を
訪
ね
て
み
よ
う
」
と
い
う

マ
ッ
プ
を
も
ら
っ
て
、
二
の
丸

跡
、
天
神
曲
輪
跡
、
御
蔵
屋
敷

跡
、
障
子
堀
跡
、
的
場
跡
、
大

手
門
跡
な
ど
を
め
ぐ
る
の
も
乙

な
も
の
だ
。

　
騎
西
城
へ
の
入
城
に
関
し
て

は
騎
西
教
育
事
務
所
（
☎
０
４

８
０
―
73
―
７
６
１
０
）
担
当

坂
本
さ
ん
へ
連
絡
を
。

　
加
須
市
騎
西
城
は
騎
西
総
合

支
所
か
ら
歩
い
て
約
15
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
。
天
守
閣
が
見
え

る
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
。

　
こ
の
お
城
は
騎
西
町
の
町
制

施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
今
か

ら
37
年
前
の
１
９
７
５
（
昭
和

50
）年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
関
係
者
の
話
と
説
明
文
書
を

総
合
す
る
と
、
騎
西
城
が
い
つ

誰
の
手
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た

か
は
不
明
ら
し
い
。
た
だ
１
４

５
５
（
康
正
元
）
年
に
上
杉
・

長
尾
・
庁
鼻
和
氏
な
ど
が
守
る

城
を
、
古
河
公
方
足
利
成
氏
が

攻
略
し
た
の
が
初
見
だ
そ
う

だ
。
１
５
６
３
（
永
禄
６
）
年

に
は
、
小
田
助
三
郎
が
守
る
騎

西
城
を
、
上
杉
謙
信
が
攻
め
落

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
徳
川
家
康
が
関
東
に
入

っ
た
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年

に
松
平
康
重
が
２
万
石
の
城
主

と
な
っ
た
。
康
重
は
騎
西
の
大

英
寺
を
開
基
し
、
保
寧
寺
に
寺

領
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
後
、

大
久
保
忠
常
・
忠
職
父
子
が
城

主
と
な
り
、
玉
敷
神
社
を
現
在

地
に
遷
座
す
る
な
ど
城
下
町
・

騎
西
の
再
編
を
行
っ
た
そ
う

だ
。
１
６
３
２
（
寛
永
９
）
年

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

　
　
　
満
喫
す
る
た
め
に

奥
　
眞
純
が
選
ぶ

（写真　坪内勝利）

郷
土
を
訪
ね
て

〝農商工連携〟を模索する久喜市商工会事務局長の吉岡眞一氏（63）

②
「
騎
西
城
」

に
忠
職
の
美
濃
国
加
納
城
（
岐

阜
県
岐
阜
市
）
へ
の
移
封
に
伴

い
、騎
西
城
は
廃
城
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
１
９
７

５
年
、
こ
の
地
に
天
守
閣
を
持

つ
三
層
の
建
築
物
と
し
て
城
が

復
元
さ
れ
た
が
、
関
係
者
は

「
史
実
で
は
城
は
平
屋
建
て

で
、
周
囲
に
土
塁
や
堀
を
廻
ら

せ
て
い
た
」
と
い
う
。

　
こ
の
た
め
騎
西
町
が
１
９
７

９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
発
掘
調

査
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
結

果
、
城
郭
・
武
家
屋
敷
跡
が
見

つ
か
り
、
戦
国
か
ら
江
戸
初
期


